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「結城筑波」

　結城市東部は肥沃な田園
地域で、筑波山を背景に初
夏から夏にかけて青々とし
た稲が一面に広がります。
結城市から望む筑波山は、
その美しいシルエットから
「結城筑波」と呼ばれていま
す。
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結
城
市
は
、
首
都
圏
70
㎞
圏
内

に
あ
り
、
新
国
道
4
号
線
と
国
道

50
号
線
が
交
差
す
る
交
通
の
要
衝

で
あ
り
、
栃
木
県
と
の
県
境
に
位
置

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
茨
城
県
の
西

の
玄
関
口
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
中
世
の
城
下
町
の
町
割
り
や
当

時
か
ら
の
寺
や
神
社
、
見
世
蔵
な
ど

歴
史
的
な
建
物
が
多
く
現
存
し
、
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
結
城
紬
を
は
じ
め
と
す
る
数

多
く
の
伝
統
工
芸
・
伝
統
産
業
が
根

付
い
た
、
歴
史
と
文
化
の
薫
る
ま
ち

で
す
。

令
和
6
年
に
市
制
施
行
70
周
年

を
迎
え
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
歴

史
や
伝
統
、
自
然
環
境
な
ど
を
地
域

資
源
と
し
て
最
大
限
に
活
用
し
、「
健

康
増
進
」「
経
済
強
化
」「
教
育
振
興
」

の
3
つ
の
柱
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

特
に
、「
健
康
増
進
」
で
は
、「
健

康
寿
命
日
本
一
」
と
い
う
目
標
を
掲

げ
、
市
民
が
健
康
を
意
識
し
、
よ
り

一
層
人
生
が
豊
か
に
な
る
よ
う
各
種

事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
本
市
の
国
民
健
康
保
険
に

つ
き
ま
し
て
は
、
人
口
減
少
や
被
保

険
者
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

の
移
行
な
ど
に
よ
り
、
被
保
険
者
、

保
険
税
収
入
と
も
に
年
々
減
少
し

て
い
る
一
方
で
、
高
齢
化
や
医
療
の

高
度
化
に
伴
い
一
人
当
た
り
の
医
療

費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
厳
し
い
財

政
運
営
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
被
保
険
者
の

健
康
の
保
持
増
進
や
医
療
費
の
適

正
化
を
図
る
た
め
、「
結
城
市
国
民

健
康
保
険
第
3
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
・
第
4
期
特
定
健
康
診
査
等
実

施
計
画
」
に
基
づ
い
た
各
種
取
組
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病

の
予
防
や
早
期
発
見
の
た
め
に
は
、

特
定
健
診
の
受
診
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
よ
り
多
く
の
方
に
特
定
健
診
を

受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
医
師
会

や
薬
剤
師
会
と
連
携
し
た
受
診
勧

奨
や
個
別
健
診
実
施
医
療
機
関
の

新
規
参
画
依
頼
、
健
診
予
約
受
付

の
早
期
化
な
ど
、
受
診
機
会
の
拡
充

や
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

市
民
の
健
康
を
守
る
こ
と
こ
そ

が
全
て
の
幸
福
の
前
提
に
な
る
と
考

え
、
今
後
も
、
茨
城
県
や
茨
城
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
し
つ
つ
、
国
民
健

康
保
険
の
健
全
か
つ
安
定
的
な
運

営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

み
ん
な
の
想
い
を　

未
来
へ
つ
な
ぐ 

活
力
あ
ふ
れ
文
化
が
薫
る
ま
ち　

結
城

結城市長

小林　栄

巻 頭 言
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100,000

令和3年度 令和4年度 令和5年度

（円） （％）
1人当たりの調定額（円）
収納率（%）（現年分）

95.20

95.40

95.60

95.80

96.00

96.20

96.40

96.60

81,594 94,789 96,378

96.38

95.70

95.99

※総人口・総世帯数：住民基本台帳より入力 
　総人口・総世帯数以外：国民健康保険事業年報より入力（年間平均）
　特定健診・特定保健指導の状況：特定健診等データ管理システムからの情報を入力

保険者の概況
国保税収納状況〔現年分〕

ひ
た
ち
な
か
市
は
、
茨
城
県
の
中
央
部
か
ら

や
や
北
東
に
位
置
し
、
西
側
は
常
磐
自
動
車
道

の
通
る
那
珂
市
に
、
北
側
は
東
海
村
に
、
南
側

は
那
須
岳
を
源
流
と
す
る
那
珂
川
を
挟
ん
で
水

戸
市
と
大
洗
町
に
接
し
、
東
側
は
美
し
い
碧
の

海
の
広
が
る
太
平
洋
に
面
し
て
い
ま
す
。

平
成
6
年
11
月
に
勝
田
市
と
那
珂
湊
市
が
合

併
し
、
ひ
た
ち
な
か
市
が
誕
生
し
、
令
和
6
年

度
に
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

勝
田
地
域
で
は
、
電
気
、
機
械
、
精
密
機
器
、

紙
製
品
な
ど
の
工
業
を
、
那
珂
湊
地
域
は
水
産

加
工
業
を
主
体
と
し
た
食
品
製
造
関
係
水
産
業

を
基
幹
と
し
て
発
達
し
て
き
ま
し
た
。

第
3
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
あ
る
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ

ド
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
市
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
「
ひ
と
が
咲
く
ま
ち
。
ひ
た
ち
な
か
」

と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
決
定
し
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

の
醸
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

保険者紀行

ひたちなか
市

勝田全国マラソン
　70回を超える歴史と伝統のあるマラソン
大会。全国から1万5千人を超えるランナー
が参加します。参加者には、市の特産品であ
る「完走いも」が配布され、上位入賞者は、
世界最古の歴史を持つボストンマラソンに派
遣されます。

国保の加入状況等
令和3年度 令和4年度 令和5年度

総世帯数（世帯） 70,604 71,284 71,845
総人口（人） 156,779 156,144 155,188

国保被
保険者

加入世帯数（世帯） 18,804 18,283 17,637
被保険者数（人） 28,896 27,670 26,328
被保険者加入率（％） 18.4 17.7 17.0

保険料（税）
収納状況

1人当たりの調定額（円） 81,594 94,789 96,378
収納率（％）（現年分） 96.38 95.99 95.70

1人当たりの療養諸費費用額（円） 346,891 354,607 365,630

医療費適正化
対策の状況

1人当たりの財政効果額（円） 1,155 1,546 1,655
財政効果率（％） 0.41 0.51 0.54

保健事業費の
状況

1人当たりの保健事業費（円） 1,826 2,029 1,993
保険料（税）に占める割合（％） 2.32 2.23 2.16

特定健診・
特定保健指導
の状況

特定健診受診率（％） 29.2 33.2 34.7
特定保健指導実施率（％） 49.2 41.0 32.7

ひ
と
が
咲
く
ま
ち
。
ひ
た
ち
な
か

　「国営ひたち海浜公園」では、毎年6月頃からコキアの植え付けが行われます。緑葉の観賞時期（8月中旬～9月下旬）
にも是非ご覧ください。
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の
ぼ
り
旗
設
置
で
口
座
振
替
促
進

ひ
た
ち
な
か
市
で
は
、
国
保
税
の
賦
課
を

国
保
年
金
課
、
徴
収
を
収
税
課
が
担
当
し
て

お
り
、
令
和
5
年
度
現
年
分
国
保
税
収
納
率

は
、
95
・
70
％
で
県
内
第
11
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。

納
付
に
つ
い
て
は
、
納
付
書
に
バ
ー
コ
ー

ド
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
記
載
し
、
口
座
振
替
、

コ
ン
ビ
ニ
納
付
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

（P
ayP

ay

、P
ayB

）
を
利
用
し
た
納
付
の

ほ
か
、
令
和
5
年
4
月
か
ら
地
方
税
共
通
納

税
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
よ
る
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
払
い
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

ン
グ
等
で
の
納
付
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

口
座
振
替
促
進
と
し
て
、
チ
ラ
シ
を
作
成

し
、
国
保
の
窓
口
で
お
渡
し
す
る
ほ
か
、
納

税
通
知
書
に
同
封
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
役
所
の
玄
関
先
に
の
ぼ
り
旗
を

設
置
す
る
ほ
か
、
窓
口
に
卓
上
の
ミ
ニ
の
ぼ

り
旗
を
置
く
こ
と
に
よ
り
市
民
の
方
の
目
に

触
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

休
日
開
庁
で
の
納
税
相
談
は
予
約
制

に
し
て
き
め
細
や
か
な
対
応

毎
週
日
曜
日
に
開
庁（
8
時
30
分
〜
12
時
・

13
時
〜
17
時
15
分
）
し
、
納
税
相
談
を
実
施

し
て
お
り
、
1
人
当
た
り
の
相
談
時
間
を
確

保
す
る
た
め
、
令
和
7
年
4
月
か
ら
1
人
1

時
間
、
1
日
最
大
6
件
の
事
前
予
約
制
を
基

本
と
し
て
い
ま
す
。
予
約
制
と
す
る
こ
と
で
、

事
前
に
相
談
者
の
収
入
状
況
等
を
把
握
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
き
め
細
や
か
な

相
談
や
収
納
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

一
斉
送
信
シ
ス
テ
ム
や
預
貯
金
照
会

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
活
用
で
収
納
率
向

上
に
つ
な
げ
る

催
告
書
は
、
5
・
7
・
12
・
2
月
の
年
4

回
、
納
付
書
を
同
封
し
、
封
筒
に
は
「
重
要
」

や
「
至
急
開
封
」
な
ど
の
赤
印
字
を
し
て
一

斉
送
付
し
て
い
る
ほ
か
、
月
1
回
程
度
、
個

別
に
「
財
産
調
査
の
開
始
」
や
「
差
押
予
告
」

を
催
告
書
の
色
を
変
え
る
な
ど
の
工
夫
を
し

て
送
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
年
度
分
滞
納
者
に
対
し
て
、
電

話
に
よ
る
一
斉
送
信
シ
ス
テ
ム
で
催
告
を

行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
夜
間
な
ど
の
臨
戸
訪
問
を
定

期
的
に
実
施
し
、
生
活
状
況
の
聞
き
取
り
な

ど
の
状
況
調
査
や
実
態
把
握
に
努
め
て
い
ま

す
。
令
和
4
年
度
か
ら
、
受
診
控
え
や
所
得

状
況
に
よ
る
税
の
軽
減
の
観
点
か
ら
、
国
保

年
金
課
も
同
行
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

滞
納
者
対
策
と
し
て
、
給
与
、
預
貯
金
、

生
命
保
険
、
売
掛
金
、
不
動
産
な
ど
の
財
産

調
査
を
、
適
宜
実
施
し
て
い
ま
す
。
金
融
機

関
の
預
金
調
査
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
関
か

ら
金
融
機
関
へ
の
預
貯
金
照
会
業
務
を
オ
ン

ラ
イ
ン
化
し
た

「
ピ
ピ
ッ
ト
リ

ン
ク
」
を
導
入

し
効
率
化
を
図

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
財
産

調
査
に
よ
り
差

押
可
能
財
産
が

発
見
さ
れ
た
場

合
、
速
や
か
に

差
押
が
行
え
る

よ
う
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

「
節
薬
バ
ッ
グ
」
の
配
布
で

医
療
費
適
正
化
を
図
る

薬
の
飲
み
忘
れ
や
複
数
の
医
療
機
関
か
ら

の
重
複
投
与
な
ど
に
よ
る
「
残
薬
」
問
題
に

つ
い
て
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
会
議
の
際

に
介
護
事
業
者
か
ら
「
高
齢
者
宅
で
発
見
し

た
残
薬
を
何
処
へ
持
っ
て
行
け
ば
良
い
の
か

分
か
ら
な
い
。」
と
い
う
声
が
あ
り
、
平
成

30
年
度
か
ら
、

ひ
た
ち
な
か

薬
剤
師
会
と

連
携
し
、
協

力
薬
局
や
市

内
の
イ
ベ
ン

ト
等
で
「
節
薬
バ
ッ
グ
」
を
配
布
す
る
ほ
か
、

薬
の
調
整
に
つ
い
て
の
説
明
や
協
力
薬
局
を

記
載
し
た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
周
知
し
て

い
ま
す
。

冊
子
タ
イ
プ
の
受
診
券
で

受
診
率
ア
ッ
プ

市
独
自
で
特
定
健
診
等
の
健
康
診
査
と
が

ん
検
診
を
一
体
化
し
た
冊
子
タ
イ
プ
の
受
診

券
（
健
康
応
援
ブ
ッ
ク
）
を
作
成
す
る
こ
と

で
、
対
象
者
が
す
べ
て
の
健
診
を
一
覧
で
確

認
で
き
、
受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
集
団
健
診
に
お
い
て
は
、
5
月
1

日
か
ら
24
時
間
予
約
が
可
能
と
な
る
W
E
B

方
式
と
、
期
間
を
設
け
て
4
回
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
方
式
の
2
種
類
の
予
約
方
法
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
健
診
予
約
通
知
に

大
腸
が
ん
検
診
容
器
を
同
封
す
る
ほ
か
、
集

団
健
診
当
日
に
受
診
可
能
な
健
康
診
査
・
が

ん
検
診
の
受
診
勧
奨
を
行
う
な
ど
、
他
検
診

と
の
同
時
実
施
の
勧
奨
に
努
め
て
い
ま
す
。

A
I
分
析
に
よ
る
性
格
タ
イ
プ
別
の
通
知
・

受
診
期
限
前
の
通
知
・
診
療
情
報
提
供
の
案

内
通
知
の
3
種
類
を
作
成
し
、
対
象
者
に
合

わ
せ
た
内
容
で
受
診
勧
奨
を
し
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
の
活
用
や
工
夫

で
収
納
率
向
上
に
努
め
るひたちなか市国保年金課のみなさま

ひ
た
ち
な
か
市
国
保
年
金
課
・
収
税
課

ひたちなか市役所

保険者紀行

節薬バッグ

冊子タイプの受診券
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減
塩
教
室
で
食
塩
摂
取
量
を

「
見
え
る
化
」

血
圧
が
高
い
方
、
腎
機
能
の
数
値
が
気
に

な
る
方
を
対
象
に
、
減
塩
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
令
和
2
年
度
か
ら
「
簡
易
型
自
記

式
食
事
歴
法
質
問
票
」（
以
下
、
食
習
慣
質

問
票
）
を
使
用
し
て
、
個
人
の
食
塩
摂
取
量

を
見
え
る
化
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
食
習
慣
質
問
票
の
結
果
か
ら
、

自
分
が
ど
ん
な
食
品
か
ら
ど
れ
く
ら
い
食
塩

を
摂
取
し
て
い
る
か
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
管
理
栄
養
士

が
減
塩
の
た
め
の
具
体
的
な
食
べ
方
を
提
案

す
る
こ
と
で
、
参
加
者
の
行
動
変
容
を
促
し

ま
す
。

参
加
者
か
ら
は
「
思
っ
て
い
た
以
上
に
食

塩
を
摂
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。」「
干

物
や
ウ
イ
ン
ナ
ー
な
ど
の
加
工
品
に
食
塩

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。」

「
減
塩
商
品
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
に

減
塩
ポ
ッ
プ
を
設
置

調
味
料
や
魚
の
缶
詰
な
ど
、
市
販
さ
れ
て

い
る
減
塩
商
品
の
種
類
は
年
々
増
え
て
い
ま

す
。一

般
市
民
が
減
塩
商
品
に
目
を
と
め
、
減

塩
を
意
識
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
、
商
品
の
陳
列
棚
に
目
立
つ

ポ
ッ
プ
を
設
置
し
ま
し
た
。

令
和
7
年
3
月
末
現
在
、
市
内
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
25
店

舗
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

食
生
活
改
善
推
進
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
て
、
ポ
ッ
プ
が
正
し
い
位
置
に
設
置
さ
れ

て
い
る
か
確
認
も
し
て
い
ま
す
。

協
力
し
て

く
れ
て
い
る

食
改
さ
ん
や

市
の
職
員
が
、

新
し
い
減
塩

商
品
を
見
つ

け
る
と
報
告

し
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

食
生
活
改
善
推
進
員
の
活
動

ひ
た
ち
な
か
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

会
は
、
令
和
6
年
度
、
会
員
数
1
5
4
名
。

主
な
活
動
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
う

れ
塩
カ
フ
ェ
、
自
分
の
ご
は
ん
は
自
分
で
作

る
料
理
教
室
、
お
や
こ
de
う
れ
塩
ク
ッ
キ
ン

グ
、
お
魚
丸
ご
と
食
育
教
室
等
で
、「
子
ど

も
の
頃
か
ら
の
減
塩
・
適
塩
の
推
進
」
を
重

点
目
標
と
し
、
近
年
は
保
育
所
か
ら
高
校
ま

で
フ
ィ
ー
ル
ド
を
拡
大
し
て
活
発
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

保
育
所
・

幼
稚
園
で
は
、

保
護
者
を
対

象
に
減
塩
教

室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

減
塩
ク
イ
ズ
、

有
塩
・
無
塩

の
パ
ン
や
だ

し
の
味
比
べ

な
ど
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
知
ら
ず
に
摂
っ

て
い
る
食
塩
に
気
づ
き
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
の
減
塩
・
適
塩
の
必
要
性
を
理
解
す
る
こ

と
が
ね
ら
い
で
す
。

学
校
で
の
お
魚
丸
ご
と
食
育
教
室
は
、
い

わ
し
1
尾
を
手
開
き
し
て
つ
み
れ
汁
や
か
ば

焼
き
を
作
る
体
験
が
で
き
る
教
室
で
す
。 

調
味
料
は
で
き
る
限
り
少
な
く
し
て
、
素

材
の
味
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
子
ど
も

た
ち
に
減
塩
・
適
塩
を
意
識
し
て
も
ら
う

き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
今
ま
で
食
べ
た
中

で
一
番
お
い
し
い
つ
み
れ
汁
だ
っ
た
。」「
お

魚
は
苦
手
だ
っ
た
け
ど
、
食
べ
て
み
た
ら
お

い
し
か
っ
た
。
家
で
も
作
っ
て
家
族
に
食
べ

さ
せ
た
い
。」
な
ど
の
声
が
き
か
れ
ま
し
た
。

特
定
保
健
指
導
に
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
導
入

ひ
た
ち
な
か
市
に
お
け
る
特
定
保
健
指
導

実
施
率
は
、
集
団
健
診
の
流
れ
の
中
に
当
日

面
談
を
組
み
入
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
令

和
4
年
度
ま
で
は
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
当
日
面
談
の
時
点
で
利
用

を
断
る
方
や
支
援
の
た
め
の
電
話
が
つ
な
が

ら
な
い
方
が
徐
々
に
増
え
、
令
和
5
年
度
は

32
・
7
％
と
県
平
均
を
下
回
る
結
果
で
し
た
。

令
和
6
年
度
は
、
当
日
面
談
の
際
、
特
定

保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
結

果
送
付
後
に
電
話
で
連
絡
す
る
こ
と
を
確
実

に
伝
え
、
更
に
、
電
話
を
受
け
や
す
い
時
間

や
曜
日
を
必
ず
確
認
す
る
こ
と
を
徹
底
し
ま

し
た
。
ま
た
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
と
し
て
は
が
き
を
活
用
し
ま
し
た
。

初
回
面
接
分
割
実
施
や
評
価
の
た
め
に
3
回

架
電
し
て
も
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
方
に
は
、

現
在
の
体
重
や
行
動
目
標
の
取
組
状
況
を
確

認
す
る
た
め
の
は
が
き
を
、
当
日
面
談
が
実

施
で
き
な
い
医
療
機
関
受
診
者
に
は
各
種
健

康
教
室
の
参
加
申
込
用
の
は
が
き
を
送
付
し

ま
し
た
。

取
組
状
況
確
認
用
の
は
が
き
は
予
想
以

上
に
返
信
し
て
く
だ
さ
る
方
が
多
く
、
電
話

や
メ
ー
ル
よ
り
も
は
が
き
の
方
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
や
す
い
対
象
者
が
い
る

と
い
う
こ

と
を
認
識

す
る
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。

ひたちなか市健康推進課のみなさま

減
塩
の
様
々
な
取
り
組
み

で
健
康
づ
く
り
に
繋
げ
る

ひ
た
ち
な
か
市
健
康
推
進
課

スーパーに設置している減塩ポップ

保育所での減塩教室の様子

現在の状況を
確認するはがき
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　古墳時代末
期に造られた全
長 56.5m の前
方後円墳で、昭
和48年（1973
年）に石室内の
彩色壁画が発見
されました。国

指定史跡として東日本を代表するこの古墳は、春と秋に
期間限定で石室内壁画の一般公開が行われています。
所在地：ひたちなか市中根3494-1（虎塚古墳史跡公園）

ファミリーマート

名平洞

スタート／ゴール
名平洞公園（駐車場）

名平洞公園

ひたちなか市
那珂湊総合福祉センター

那珂湊体育館

那珂湊公民館 那珂湊図書館

消防署

「名平洞コース」
　今回は、那珂湊地区に設定「名平
洞コース（池周りを歩くコース）」を
ご紹介します。

　周りが堤防に囲
まれているため波
が穏やかで、家
族連れでも安心し
て遊ぶことができ
ます。海に浮かぶ
くじら型の滑り台
「くじらの大ちゃん」はインパクト抜群で、お子さまも大はしゃ
ぎ間違いなし !?
　周辺には磯遊びスポットもあるため、カニやヒトデ、ヤドカ
リなど様々な海の生き物とふれあうことができます。
所在地：ひたちなか市平磯町

平磯海水浴場 虎塚古墳

道のコンシェルジュ

【コースのご案内】
　名平洞公園（駐車場）がスタート・ゴールと
なり、コースマップがわかる案内板がありま
す。距離は約1.7キロになります。

那珂湊焼きそば
　60年以上地元で愛され続けてい
る、ひたちなか市民のソウルフード
「那珂湊焼きそば」。一般的な焼きそ
ばと比べて、もっちりとした麺が特
徴です。B-1グランプリにも出場し、
市内のさまざまな店舗で個性豊かな
那珂湊焼きそばを楽しめます。ぜひ、
現地でその味を体験してみません
か？

ほしいも
　ひたちなか市は茨城県におけるほ
しいも発祥の地です。茨城県のほし
いもは国内シェア9割を誇りますが、
大部分をひたちなか市産が占めてい
ます。その背景には、肥沃な土とミ
ネラルを含んだ潮風、冬季の長い晴
天といった風土の特徴があり、美味
しいほしいもをつくることができま
す。

常陸乃国いせ海老
　ひたちなか市沖で水揚げされる
「常陸乃国いせ海老」は、色鮮やかで
透明感のある肉厚な身が特徴です。
ほんのりとした甘みも格別。黒潮の
流れに乗って大きく育つものが多く、
その大きさも自慢です。盛漁期は7
～ 9月。肉厚で甘みたっぷりの美味
をぜひご堪能ください。

ひたちなか市の特産品
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令和 7年度事業計画
1．保険者協議会会議

（1）保険者協議会　（2）専門部会　（3）監事監査　（4）作業部会

2．事業内容
（1）  保健師及び管理栄養士等に対する特定保健指導のプログラム研修（特定健診・特定保健指導実施者研修）
（2）医療費調査分析等のための人材育成研修
（3）特定健診データの保険者間移動の推進
（4）特定健診・特定保健指導の集合契約等に関する調整及び取りまとめ
（5） 生活習慣病の発症及び重症化予防に向けたリーフレット等の作成及び配布（特定健診・特定保健指導受

診勧奨等）
（6）保険者横断的な予防・健康づくり等の取り組みへの参画・協賛（健康づくり推進研修会等）
（7） 各保険者の予防・健康づくり事業への取り組み状況、共通する課題及び今後の対策等の意見交換

3．調査・分析・情報収集等
（1）生活習慣病等に関する分析・情報提供（2）県内医療費に関する分析・情報提供
（3）後発医薬品の使用促進や重複投薬等の適正化のための調査・分析等
（4）保健医療計画に関する進捗状況の把握等（5）医療費適正化計画に関する進捗状況の把握等

4．その他
　国等が開催する研修会等への参加

国保連合会保健事業課からのお知らせ
　国保情報ネットワークに掲載
されている各種提供データにつ
いてご紹介いたします。こちら
には、各保険者に毎月提供して
いる医療のデータや特定健診の
法定報告に関するデータなどを
掲載しています。特定健診・特
定保健指導の法定報告のデータ
は、以下のとおり確認できます。

②「03_ 保健事業関係」をクリックします。 ③「0301_ 特定健診関係」をクリックします。

④ 法定報告関連帳票には、各年度ごとに法定報告の帳票
を掲載しております。

⑤ 各年度をクリックすると、以下のデータが掲載されて
おります。

①国保情報ネットワークにログインし、「各種提供データ」をクリックします。
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食
は
あ
な
た
の
味
方
に
な
る
も
の
！

健
康
や
美
し
さ
を
支
え
、
心
を
ホ
ッ
と
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。
コ
ラ
ム
を
通
じ
、
イ
キ

イ
キ
と
過
ご
す
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
1
つ

で
も
見
つ
け
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で

す
。

【
バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
事
と
は
】

　
ポ
イ
ン
ト
が
3
つ
あ
り
ま
す
。
食
べ
る

①
量
、
②
質
、
③
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
量

や
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
体
格
、
年
齢
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
で
違
う
た
め
、
今
回
は

ど
な
た
に
も
共
通
す
る
〝
質
〞
の
整
え

方
を
紹
介
し
ま
す
。

【
栄
養
素
は
チ
ー
ム
で
働
く
】

　

私
た
ち
は
、
筋
肉
づ
く
り
に
は
た
ん

ぱ
く
質
、
肌
あ
れ
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
な
ど

多
く
の
情
報
に
ふ
れ
て
い
ま
す
。
間
違
っ

て
い
な
い
も
の
の
、
体
づ
く
り
、
肌
あ
れ

と
も
1
つ
の
栄
養
素
で
は
解
決
で
き
ま

せ
ん
。
例
え
ば
、
鶏
肉
の
た
ん
ぱ
く
質

を
自
分
の
筋
肉
に
す
る
に
は
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
群
が
必
須
。
美
肌
の
ベ
ー
ス
は
、
た
ん

ぱ
く
質
で
す
。
健
康
に
な
り
た
い
、
キ

レ
イ
で
い
た
い

と
思
っ
た
ら
、

特
定
の
栄
養
素

に
こ
だ
わ
る
よ

り
も
様
々
な
栄

養
素
を
と
る
こ

と
、
す
な
わ
ち

食
事
の
〝
質
〞

を
整
え
る
こ
と

が
近
道
で
す
。

【
食
事
の
〝
質
〞

を
整
え
よ
う
】

　

考
え
方
は

色
々
あ
り
ま
す

が
、今
回
は「
い

ろ
い
ろ
食
べ

ポ
」
を
紹
介
し

ま
す
。
10
の
食

品
群
を
使
い
、
食
事
を
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
で
、
バ
ラ
ン
ス
良
い
栄
養
素
摂

取
に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。
高
齢
者
向
け

に
考
案
さ
れ
た
の
で
す
が
、
ど
の
年
代
に

も
良
い
ツ
ー
ル
で
す
。

　

何
よ
り
簡
単
！
食
べ
方
の
癖
が
分
か

る
の
で
自
分
で
修
正
し
や
す
い
！
の
も

お
す
す
め
理
由
。
10
食
品
群
の
頭
文
字

「
さ
あ
に
ぎ
や
か
（
に
）
い
た
だ
く
」
と

覚
え
、
毎
日
何
点
と
れ
た
か
数
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
バ
ラ
ン
ス
日
記
と
い
う
ア
プ

リ
版
も
あ
り
ま
す
。
ア
プ
リ
で
は
、
食
べ

る
量
の
目
安
、
レ
シ
ピ
、
月
の
評
価
も
見

ら
れ
ま
す
。

●
ル
ー
ル

・ 

１
口
で
も
食
べ
た
ら
、
そ
の
食
品
群
を

チ
ェ
ッ
ク

（図1）いろいろ食べポのやり方 

（図2）いろいろ食べポのチェック表

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
つ
い
て

第
１
回
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・ 
主
食
に
加
え
、
1
日
最
低
で
も
4
点

以
上
、
で
き
れ
ば
7
点
以
上
を
目
指

す
【
意
識
し
て
と
り
た
い
食
品
】

　

健
康
教
室
で
の
経
験
か
ら
、
不
足
し

や
す
い
食
品
群
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
魚
、
野
菜
、
海
藻
、
大
豆
製
品
で
す
。

健
康
、
美
容
、
ス
ポ
ー
ツ
に
大
い
に
役

立
つ
も
の
な
の
で
、
毎
日
と
り
た
い
と
こ

ろ
で
す
。
ま
ず
、
手
軽
に
と
れ
る
食
品
を

買
い
置
き
し
ま
し
ょ
う
。
好
き
な
も
の
を

選
ぶ
の
が
長
続
き
す
る
コ
ツ
。
野
菜
は
、

下
ご
し
ら
え
済
み
の
カ
ッ
ト
野
菜
・
冷
凍

野
菜
が
便
利
で
す
。
コ
ン
ビ
ニ
・
外
食
で

は
、
料
理
や
ド
リ
ン
ク
の
選
び
方
を
工
夫

し
ま
し
ょ
う
。

　
家
で
は
、
ご
飯
や
サ
ラ
ダ
に
の
り
を
か

け
る
。
ツ
ナ
と
千
切
り
カ
ッ
ト
野
菜
を
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
で
あ
え
即
席
サ
ラ
ダ
を
作
る
。

肉
の
代
わ
り
に
魚
肉
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
使

う
（
私
は
焼
き
そ
ば
で
や
り
ま
す
）。
あ

る
方
は
、
3
分
で
で
き
る
ウ
マ
ウ
マ
の
っ

け
丼
を
朝
の
定
番
に
し
て
い
ま
し
た
（
ご

飯
に
、
納
豆
、
卵
、
キ
ム
チ
、
韓
国
の
り

を
の
せ
る
だ
け
）。
小
腹
が
す
い
た
時
は
、

フ
ィ
ッ
シ
ュ
ナ
ッ
ツ
、
き
な
粉
か
け
ヨ
ー

グ
ル
ト
を
と
る
な
ど
簡
単
で
お
い
し
い

食
べ
方
を
み
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
紹
介

し
た
〝
納
豆
そ
ば
〞
は
、
不
足
し
や
す
い

食
品
群
を+

α
す
る
こ
と
で
1
品
で
4
点

ゲ
ッ
ト
！
火
や
包
丁
を
使
わ
ず
、
暑
い
時

期
に
食
べ
や
す
い
の
も
魅
力
で
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
お
に
ぎ
り
の
具
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
す
、
ド
リ
ン
ク
は
豆

乳
に
す
る
。

　

外
食
で
は
、
魚
料
理
に
も
目
を
向
け

て
み
る
な
ど
無
理
な
い
と
こ
ろ
か
ら
試

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
食
事
の
〝
質
〞
を
と
と
の
え
る
工
夫
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
ま
ず
は
「
い
ろ
い

ろ
食
べ
ポ
」
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
今
よ
り
1
点
で
も
ふ
え
る
工
夫

を
す
る
。
次
は
7
点
を
目
指
す
、
7
点

が
続
い
た
ら
8
点
を
目
指
そ
う
！
と
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

よ
い
食
べ
方
が
身
に
つ
い
た
ら
1
か
月

に
3
日
だ
け
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
柔
軟

に
使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ご
自
身
は
も

ち
ろ
ん
、
家
族
、
職
場
の
方
と
楽
し
く

と
り
く
み
、
健
康
と
美
し
さ
に
磨
き
を
か

け
て
く
だ
さ
い
ね
。

＊
バ
ラ
ン
ス
日
記
：

　

 https://w
w
w
.nisshin-oillio.

com
/balance_app/index.htm

l

＊ 

医
師
の
指
示
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ

る
方
は
、
食
べ
ら
れ
る
物
の
中
で
整
え

ま
し
ょ
う

株
式
会
社
フ
ロ
ー
ラ 

代
表
取
締
役

管
理
栄
養
士
、
健
康
運
動
指
導
士

茨
城
県
栄
養
士
会

健
康
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
の
分
野
で
活
動
中

プロフィール

花
はなたに

谷 遊
ゆ う こ

雲子
納豆そば
　流水麺をほぐし、具材（納豆、カニカマ、冷
凍オクラ、のり）をのせ、麺つゆをかける

表1　買い置き食品例

魚 カニカマ、ちくわ、しらす、鮭フレーク、ツナ缶、サバ缶、鰹節、
魚肉ソーセージ、食べる小魚、フィッシュナッツ

海藻 のり、めかぶ、もずく、乾燥わかめ、塩昆布、ひじき煮
大豆製品 納豆、豆腐、いなりあげ、豆乳、きな粉、ゆで大豆

表2　コンビニ・外食のメニュー例

魚 おにぎり（鮭、鯖、ツナ、じゃこ、おかか）、シーフードパスタ、エビグラタン
定食（刺身、焼き魚、煮魚、魚フライ）、海鮮丼、八宝菜、エビチリ

海藻 おにぎり（昆布、わかめ、ひじき、のりつきタイプ）、即席みそ汁（わかめ、あおさ）
大豆製品 いなりずし、きつねうどん、ビーンズカレー、麻婆豆腐、豆乳、豆乳ラテ
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Ｑ
1 　

か
か
り
つ
け
医
及
び
地
域
の
薬
局
と
連

携
し
た
保
健
事
業
と
は
？

Ａ
1 　

茨
城
県
が
、
保
険
者
努
力
支
援
交
付
金

（
※
）
を
活
用
し
て
実
施
し
て
い
る
保
健
事

業
で
す
。

　
　

 　

健
康
寿
命
の
延
伸
や
医
療
費
適
正
化
の

た
め
、
保
険
者
の
疾
病
予
防
・
健
康
づ
く

り
に
係
る
取
組
の
重
要
性
は
日
々
増
し
て

き
て
い
ま
す
。

　
　

 　

そ
の
た
め
、
特
定
健
診
の
実
施
や
未
受

診
者
へ
の
受
診
勧
奨
、
必
要
な
治
療
を
受

け
て
い
な
い
者
へ
の
受
療
勧
奨
な
ど
、
医

療
費
適
正
化
に
係
る
取
組
に
つ
い
て
各
保

険
者
が
実
施
し
て
い
る
状
況
と
な
り
ま
す
。

特
に
、
特
定
健
診
未
受
診
者
へ
の
受
診
勧

奨
は
、
未
然
に
重
大
な
病
気
を
防
ぐ
た
め
、

今
ま
で
気
づ
け
な
か
っ
た
病
気
に
気
づ
く

た
め
必
要
な
取
組
と
言
え
ま
す
。

　
　

 　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
特
定
健
診

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
へ
の
理
由
調
査

で
は
、
医
療
機
関
通
院
中
の
た
め
、
特
定

健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
と
い
う
理
由
が

最
も
多
く
、
受
診
に
つ
な
が
り
に
く
い
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
　

 　

そ
こ
で
県
で
は
、
通
院
中
の
被
保
険
者

と
接
す
る
機
会
の
あ
る
地
域
の
薬
局
と
連

携
し
、
被
保
険
者
に
必
要
な
保
健
事
業
の

案
内
や
勧
奨
等
保
健
事
業
の
推
進
を
図
る

事
業
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
（
※
） 

被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
に
係

る
事
業
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
国
が
都
道
府
県
及
び
市
町
村

に
対
し
交
付
す
る
交
付
金
。

Ｑ
2 　

事
業
の
流
れ
は
？

Ａ
2 　

当
該
事
業
の
基
本
的
な
流
れ
に
つ
い
て

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
　
【 

対
象
者
】
薬
局
へ
来
局
さ
れ
た
40
歳
か
ら

74
歳
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

　
　
【 

受
診
勧
奨
】「
特
定
健
診
受
診
状
況
聞
き

取
り
用
紙
」
に
よ
り
受
診
状
況
を
確
認

　

① 

薬
局
に
来
局
さ
れ
た
対
象
者
に
対
し
て
、

特
定
健
診
の
受
診
状
況
に
つ
い
て
確
認
す

る
。

　

② 

特
定
健
診
未
受
診
の
方
に
対
し
て
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
等
を
使
用
し
、
特
定
健
診
の
受

診
勧
奨
を
行
う
。

茨城県保健政策課国民健康保険室か
か
り
つ
け
医
及
び
地
域
の
薬
局
と

連
携
し
た
保
健
事
業
に
つ
い
て
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③ 

受
診
勧
奨
の
結
果
、
対
象
者
が
特
定
健
診

を
受
診
し
た
か
ど
う
か
、
確
認
作
業
を
行

う
。

　
　

 　

当
該
事
業
に
つ
い
て
は
、
案
内
用
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
勧
奨
後
の
受
診
確
認

な
ど
、
薬
局
及
び
市
町
村
の
業
務
負
担
が

大
き
く
、
事
業
実
施
市
町
村
の
拡
大
が
難

し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
令

和
7
年
度
事
業
か
ら
は
、
従
来
負
担
と

な
っ
て
い
た
業
務
に
つ
い
て
見
直
し
を
行

い
、
新
し
い
体
系
で
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

Ｑ
3 　

令
和
7
年
度
事
業
に
お
け
る
従
来
事
業

と
の
変
更
点
と
は
？

Ａ
3 　

変
更
点
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

　
　
【 

変
更
点
①
】
受
診
勧
奨
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
に
つ
い
て

　
　

 　

従
来
、
各
市
町
村
に
お
い
て
作
成
い
た

だ
い
て
い
た
受
診
勧
奨
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に

つ
い
て
、
県
の
ほ
う
で
統
一
様
式
を
作
成

い
た
し
ま
す
。
様
式
に
つ
い
て
は
、
特
定

健
診
の
メ
リ
ッ
ト
を
記
載
す
る
な
ど
、
対

象
者
へ
行
動
変
容
を
促
す
よ
う
な
デ
ザ
イ

ン
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
【 

変
更
点
②
】
確
認
作
業
に
つ
い
て

　
　

 　

従
来
は
、
受
診
勧
奨
後
1
〜
2
カ
月
後

に
、
薬
局
で
受
診
の
有
無
を
聞
き
取
っ
た

後
、
さ
ら
に
各
市
町
村
に
お
い
て
、
実
際

に
受
診
し
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　
　

 　

令
和
7
年
度
事
業
か
ら
は
、
薬
局
及
び

市
町
村
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
国

保
連
合
会
の
協
力
の
も
と
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
補
完

シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ
4　

今
後
の
事
業
予
定
は
？

Ａ
4 　

各
市
町
村
が
単
独
事
業
と
し
て
、
当
該

事
業
を
継
続
し
や
す
く
す
る
た
め
、
従
来

の
事
業
を
見
直
し
、
令
和
7
年
度
か
ら
新

た
な
体
系
で
事
業
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
8
年
度
に
つ
い
て
も
、
令
和
7
年
度

の
事
業
体
系
を
継
続
し
て
実
施
で
き
る
よ

う
、
県
の
ほ
う
で
引
き
続
き
支
援
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

専門医等

国保加入者への支援

かかりつけ医、看護師、管理栄養士等

市町村
保健師等

薬局
（薬剤師）
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【特定健康診査・特定保健指導】
　特定健康診査・特定保健指導は、メタボリックシンドロームに着目
した健診・保健指導です。糖尿病、心臓病、脳卒中等の生活習慣病の
予防・早期発見・早期治療を目的に実施されています。

　茨城県では、県民 4人に 1人
の死亡原因が「心疾患」「脳血管疾患」
などの生活習慣病です。
　初期の生活習慣病は特に自覚症状がないことが多い
ため、いつの間にか病気が進行してしまう危険があり
ます。生活習慣病の予防・早期発見・早期治療のために、
年 1回は健診を受けて自分自身の健康状態を把握しま
しょう。
出典：厚生労働省「令和 5年人口動態統計（確定数）の概要」

特定健診の実施率
　2022 年度の本県の特定健診実施率は 55.4%であり、過去最高の 2019 年度と同率に回復しましたが、
目標値 70%以上 ( 第 4期特定健康診査等実施計画 )を目指し取組を継続していく必要があります。

茨城県 全国
伸び率 順位 伸び率

2020-2019年度 －5.5 47位 －2.2
2021-2020年度 4.9 1位 3.1
2022-2021年度 0.6 25位 1.6

2022-2019年度 0 43位 2.5

　実施率の伸び率は、前年度に比べ 0.6 ポイント
上昇していますが、全国平均と比べて、本県の伸
び率は低い状況です。

<保険者別>
　県市町村国保の特定健診実施率は 35.6%であり、前年度に比べ 2.1 ポイント上昇しています。
　過去最高であった 2019年度の実施率 38.6%に戻りつつありますが、全国平均に比べて 1.9 ポイント低
くなっています。

出典 : 厚生労働省HP「特定健康診査・特定保健指導の実施状況」、全国健康保険協会HP「事業年報・統計表（都道府県編）」、茨城県健保組合、茨城県共
済組合は茨城県保険者協議会調べ

その他
26.4％

自殺 1.3％

間質性肺疾患 1.3％

腎不全 1.8％

不慮の事故 2.8％

誤嚥性肺炎 3.0％

肺炎
5.7％

脳血管疾患
8.2％

老衰
11.5％

心疾患
14.3％

悪性新生物
24.3％

【茨城県】

55.3 53.1 56.2 
全国総数, 

57.8

53.7 52.3
55.9 協会けんぽ , 

57.1

79.5 79.2 80.8 
共済組合, 

81.4 
79.0 

77.9 80.5 

健保組合, 
82.0 

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0
【全国】(％)

55.4 
49.9 

54.8 県総数, 
55.4

市町村国保, 
35.6  

55.3 55.3 
59.1 

協会けんぽ, 
60.8 

84.7 83.8 84.2 共済組合, 
85.1 

85.3 84.0 85.2 
健保組合, 
86.7 

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

【茨城県】(％)

38.6

26.3
33.5

38.0
33.7 36.4 市町村国保, 

37.537.5

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
茨城県 55.4 49.9 54.8 55.4
全国 55.3 53.1 56.2 57.8

55.3 

53.1 

56.2 
全国, 57.8 

45.0

50.0

55.0

60.0
【実施率】(％)

55.4

49.9

54.8 茨城県，
55.4
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　茨城県では、令和6年に「茨城県健康長寿日本一を目指す条例」を制
定し、健康寿命を延伸するための施策に取り組んでいます。健康寿命と
は、介護を必要とせず、自立した生活を送ることができる期間を指します。
この健康寿命を延ばすためには、「フレイル（虚弱）」の予防が不可欠です。
日ごろから意識してフレイル予防に取り組みましょう !

　フレイルとは、「健康」と「要介護」の中間の、加
齢により心身の状態が衰え始めた状態を指します。
放っておくと心身の衰えが加速して、要介護状態に移
行してしまいます。
　また、フレイルには、「身体的フレイル」、「精神・
心理的フレイル」、「社会的フレイル」の3つの種類が
あり、これらが連鎖していくことで自立度の低下は急
速に進みます。
　しかし、フレイルは早期に対処することで健康な状
態へと戻ることができます。「もう年だから」と年齢
のせいにして何の対処もせずにいると、気づかないう
ちにフレイルが進行してしまう可能性があるため、日
ごろから意識して予防に取り組むことが大切です。

　フレイル予防には、「運動」、「栄養・口腔機能」、「社会参加・こころの健康」の3つをバランスよく実践す
ることが大切で、特にフレイルと社会参加との関連は極めて強く、早期からの予防が求められます。

フレイル予防について

　フレイルを予防する3つの柱

　フレイルとは

心
身
の
能
力

健康寿命

生物学的寿命

要介護
フレイル

健康

フレイル状態の高齢者
の力を維持・向上させる  
支援により要介護状態と
なることを予防できます

心理的
・認知的
フレイル

・ 無気力
・認知機能の低下
・うつ

社会的
フレイル

・ 地域や人とのつ
ながりが少ない
・孤食
・閉じこもり

身体的
フレイル

・ 運動機能や身体機
能の低下
・ サルコペニア（筋肉
の減少）
・オーラルフレイル

・ 毎日歩く、体操をする、できれば
階段を使う
・ ウォーキングやニュースポーツな
どの活動に参加して体を動かす

～食事と口の健康～
・ 肉・魚・卵・大豆製品などたんぱ
く質をバランスよくとる
・ 歯と口の健康を維持するために、
定期的に歯科検診をする

趣味・文化・芸能などのサークル
活動、地域活動などに積極的に参
加して、外出の機会を増やす

「人との交流・つながりが多い人ほど健康度が高い」
という調査研究が発表されています。
※参考：「組織活動は健康長寿の秘訣」全国老人クラブ連合会発行

栄養

運動

社会
参加

　さらに詳しく知りたい方は茨城県
のHPをご覧ください。
（フレイル予防の動画を配信中です！）
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後発医薬品の最新トピックスについて
1．後発医薬品（ジェネリック医薬品）って ?
　後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と治療学的に同等であるものとして承認された医薬品
であり、一般的に研究開発に要する費用が低く抑えられることから、先発医薬品に比べて薬価が安くなって
います。
　現在、日本では社会保障費や医療費の増大が深刻な問題となっています。国は、令和 6年に「安定供給の
確保を基本として、後発医薬品を適切に使用していくためのロードマップ」を公表し、後発医薬品の数量シェ
ア目標を全都道府県で 80％とするほか、金額シェアを 2029年（令和 11年）までに 65％以上とする副次
目標を新たに設定し、後発医薬品の普及啓発に力を入れています。

2．長期収載品の選定療養制度が始まりました !
　長期収載品の選定療養制度とは、患者やその家族が後発医薬品のある先発医薬品（長期収載品）を選択し
た際、その差額の 4分の 1を自己負担していただく制度です。この制度は、国民医療費の負担上昇を抑え、
国民皆保険を将来にわたって守ることを目的として、令和 6年 10月よりスタートしました。
 

【例】　後発医薬品（250円）がある、先発医薬品（500円）を希望した場合の料金
　　　（500円－250円）×1/4 = 62.5 円
　　　⇒ 62.5 円×1.1（消費税）= 68.75 円（選定療養費）

　　　先発医薬品（500円）を希望した場合の実際の自己負担額（3割負担の場合）
　　　（500円－62.5 円（選定療養費））= 437.5 円×0.3 = 131.25 円（3割負担分）
　　　⇒ 68.75 円（選定療養費）+ 131.25 円（3割負担分）= 200円（自己負担合計）

　　　後発医薬品（250円）を希望した場合の自己負担額（3割負担の場合）
　　　⇒ 250 円×0.3 = 75 円（自己負担合計）

　　　※先発医薬品を希望した場合、自己負担額が 125円増となります。

3．選ぼう。続けよう。後発医薬品。
　後発医薬品は、患者やその家族が積極的に活用することで、薬の処方を受ける際
の経済的負担も軽減することができます。
　国民皆保険制度を将来の世代につなげるため、ぜひこの機会に、後発医薬品への
切り替えをご検討ください。

茨城県保健医療部医療局薬務課

薬 務 課 インフォメーション薬 務 課 インフォメーション

選定療養費
について

二次元コードから
厚生労働省の関連
ページにアクセスで
きます。

先発医薬品
※令和 6年 10月以降、
医療上の必要性がある場合

保険給付 患者
負担

後発医薬品 保険給付 患者
負担

先発医薬品
※令和 6年 10月以降、
患者が希望する場合

保険給付 患者
負担

特別の
料金

先発医薬品と
後発医薬品の価格差

価格差の1/4相当

患者負担の総額
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　介護保険給付の対象となる福祉用具は貸与を原
則としていますが、貸与になじまない性質のもの

（他人が使用したものを再利用することに心理的
抵抗感が伴うもの、使用によってもとの形態・品
質が低下し、再利用できないもの）を購入した場
合、及び選択制（※）の対象福祉用具のうち、被
保険者が購入（販売）を選択したものを購入した

場合は、福祉用具の購入費を介護保険給付の対
象としています。（※選択制：利用者負担の軽減、
制度の持続可能性の確保と福祉用具の適時・適切
な利用や安全を確保する観点から、一部の福祉用
具について「貸与」と「購入（販売）」の選択制
を導入しています。）

国保連合会介護保険情報

福祉用具購入について第1回

介護保険課

福祉用具購入とは

　福祉用具購入費については、現に要した費用の
額により保険給付（原則 9 割、所得に応じて 8 割・
7 割支給）することとしています。（償還払いによ
る支給）
　なお、福祉用具購入費には上限（支給限度基準
額）が設けられており、その額は同一年度（4 月
～翌 3 月の 12 か月）で 10 万円です。（市町村独
自で 10 万円超の金額を設けることが可能です。）

　また、同一年度内に一度、福祉用具購入費が支
給された場合、同一年度の以後の期間において同
一種目の福祉用具を購入した場合、福祉用具購入
費は支給されませんが、購入済みの福祉用具が破
損した場合や、被保険者の介護度が著しく上がっ
た場合等の特別の事情があり、市町村が認める場
合は、同一種目でも福祉用具購入費は支給されま
す。

支給限度基準額

次回は「住宅改修」について予定しています。

　介護保険給付の対象となる「居宅サービス」及び「施設サービス」
以外の介護保険給付の対象となるサービスについて紹介します。
　今回は「福祉用具購入」についてです。

【特定福祉用具（特定介護予防福祉用具）の種目】（厚生労働大臣告示より）

NO 種　目 備　考

１ 腰掛便座

２ 自動排泄処理装置の交換可能部品

３ 排泄予測支援機器

４
入浴補助用具（入浴用椅子、浴槽用手すり、浴槽内椅子、入浴台、

浴室内すのこ、浴槽内すのこ、入浴用介助ベルト）

５ 簡易浴槽

６ 移動用リフトのつり具部分

７ スロープ ※選択制

８ 歩行器（歩行者は除く） ※選択制

９ 歩行補助つえ（松葉杖は除く） ※選択制



後期高齢者医療広域連合通信
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　後期高齢者医療制度では、公費が約 5割、現役世代からの支援金が約 4割、被保険者の後期高齢者
医療保険料が約 1割を負担することにより、被保険者が受ける医療に係る給付等を行っています。
　後期高齢者医療保険料率（均等割額・所得割率）は、都道府県単位で 2年ごとに見直しが行われ、
今後 2年間の医療給付費等の見込みに対応できるように計算されます。
　令和 6・7年度の保険料率は次のとおりです。

令和 6年度

令和 7年度 令和 4・5年度
（参考）

賦課のもととなる
金額が

58万円以下の方

賦課のもととなる
金額が

58万円超の方

保険料率
均等割額 ４７，５００円 ４７，５００円 ４６，０００円

所得割率 ９．００％ ９．６６％ ９．６６％※２ ８．５０％

保険料の賦課限度額
（上限額） ７３万円※1 ８０万円 ６６万円

※１…令和6年度中に新たに 75歳に到達する方は 80万円となります。
※２…令和 7年度の所得割率は賦課のもととなる金額によらず、統一されます。

　後期高齢者医療保険料は、被保険者全員が負担する「均等割額」と被保険者ごとの所得に応じて負
担する「所得割額」を合計して、個人単位で計算されます。

1年間の保険料額
（100円未満切捨て） ＝

均等割額
＋

所得割額

４７，５００円 （賦課のもととなる金額）
×　所得割率

※賦課のもととなる金額 = 総所得金額等 － 基礎控除額（下表参照）
※ 総所得金額等とは、前年の収入から必要経費（公的年金控除額や給与所得控除額など）を差し引いたもので、社会保険料控除、
配偶者控除などの各種所得控除前の金額です。なお、遺族年金や障害年金は、収入に含みません。

＜参考＞
前年の合計所得金額 基礎控除額

２，４００万円以下の場合 ４３万円
２，４００万円超から２，４５０万円以下の場合 ２９万円
２，４５０万円超から２，５００万円以下の場合 １５万円

２，５００万円超の場合 ０円

令和6・7年度の後期高齢者医療保険料率について

個人ごとの保険料額の決めかた
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　所得の少ない方（世帯）や後期高齢者医療制度に加入する前に「会社などの健康保険（被用者保険）
の被扶養者」であった方は、保険料の均等割額が軽減されます。令和 6年度より 5割・2割の軽減判
定基準が改正されました。

1　均等割額の軽減

均等割額の
軽減割合

世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等が次の基準の場合

令和 7年度 令和 6年度

7割 43万円＋「10万円×（給与所得者等の数
－1）」以下の世帯

43万円＋「10万円×（給与所得者等の数
－1）」以下の世帯

5割
43万円＋「10万円×（給与所得者等の数
－1）」＋「30万 5千円×世帯の被保険者
数」以下の世帯

43万円＋「10万円×（給与所得者等の数
－1）」＋「29 万 5千円×世帯の被保険者
数」以下の世帯

2割
43万円＋「10万円×（給与所得者等の数
－1）」＋「56万円×世帯の被保険者数」以
下の世帯

43万円＋「10万円×（給与所得者等の数
－1）」＋「54 万 5千円×世帯の被保険者
数」以下の世帯

※ 収入が公的年金の方は、年金収入額から公的年金控除（年金収入額が 330万円未満は 110万円）を差し引き、65歳以上の
方は、さらに高齢者特別控除（15万円）を差引いて判定します。

※給与所得者等の数とは、給与所得を有する者及び公的年金等に係る所得を有する者の数の合計数になります。
※保険料の賦課期日である 4月 1日（年度の途中で後期高齢者医療制度に加入した方は資格取得日）の世帯状況で判定します。

2　加入前に被用者保険の被扶養者であった方の保険料の軽減
　加入後、2年を経過する月までの間に限り均等割額が 5割軽減され、所得割額の負担はありません。
　※ただし、元被扶養者であっても、世帯の所得が低い方は均等割 7割軽減が受けられます。

保険料の軽減について

〒 311-4141 水戸市赤塚 1丁目 1番地ミオス 1階
総務課：029-309-1211  

事業課（保健事業係）：029-309-1212　　事業課（資格保険料係）：029-309-1213
給付課（給付第 1係、給付第 2係）：029-309-1214　　会計室：029-309-1217

FAX：029-309-1126
茨城県後期高齢者医療広域連合ホームページ　https://www.kouiki-ibaraki.jp/

～ 資格確認書の更新について ～
　マイナンバーカードの保険証利用登録状
況にかかわらず、令和 8年 7月末を有効期
限とした資格確認書（セピア色）を交付し
ます（令和 7年 7月までは資格確認書はグ
リーン色、被保険者証はエンジ色）。
※ 新しい資格確認書は、市町村担当課より
7月下旬までに送付予定。
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私
は
今
、
目
白
大
学
で
医
療
統
計
を
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当
し
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る
藤
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仁
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し
ま
す
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私
は
7
年
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ま
で
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立
保
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療
科
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ま
し
た
。
今
回
こ
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ラ
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の
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Ｂ
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。

皆
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が
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保
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員
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当
さ
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て
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地
域

で
は
、
国
や
県
と
比
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し
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ど
ん
な
病
気
が
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か
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
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何
と
な
く
は
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存
じ
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も
し
れ
ま
せ

ん
が
、「
間
違
い
な
く
こ
の
病
気
は
県
よ
り
国
よ
り
多
い
」

と
言
い
切
れ
る
方
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
は
い
く
つ

も
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
か
ら
で
す
。

一
つ
目
の
ハ
ー
ド
ル
は
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
（
診
療
報
酬

明
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書
）
の
処
理
で
す
。
レ
セ
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ト
デ
ー
タ
は
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療
・
保

健
関
連
の
デ
ー
タ
の
中
で
も
群
を
抜
い
て
デ
ー
タ
量
が
多

く
、
私
が
分
析
し
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15
万
人
程
度
の
国
保
で
の
レ
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ト
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年
分
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2
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Ｂ
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を
越
え
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い
ま
し
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Ｂ
と
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と
思
い
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す
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、
新
聞
の
縮
刷
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1
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に

収
ま
る
く
ら
い
で
し
た
。
Ｃ
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1
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は
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・
6
Ｇ
Ｂ
程
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で
す
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4
年
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の
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出
力
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る
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デ
ー
タ
量
が
2
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Ｂ
を
超
え

る
と
、
日
本
に
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通
し
て
い
る
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準
的
な
ソ
フ
ト
で
は
ほ

ぼ
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け
な
く
な
り
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す
。
E
X
C
E
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は
当
然
の
こ
と
、

A
C
C
E
S
S
で
も
「
2
Ｇ
Ｂ
以
上
の
デ
ー
タ
は
開
け
ま

せ
ん
」
と
警
告
が
出
ま
す
。
で
す
の
で
、
ま
ず
何
の
ソ
フ

ト
で
開
く
の
か
か
ら
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
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問
題
に
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す
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で
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。
ち
な
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に
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県
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国
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レ
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タ
は
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も
圧
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的

に
大
き
い
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い
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す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
主
な
病
名
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ど
う
や
っ
て
決
め
る
の

か
、
集
計
単
位
が
異
な
る
健
診
デ
ー
タ
な
ど
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ど
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突
合

す
る
の
か
な
ど
、
ハ
ー
ド
ル
は
い
く
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も
あ
り
、
レ
セ
プ

ト
は
事
実
上
、
一
部
の
専
門
家
に
し
か
扱
え
な
い
デ
ー
タ

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
2
0
1
0
年
ご
ろ
に

転
機
が
訪
れ
ま
す
。
沖
縄
県
国
保
連
で
糖
尿
病
管
理
台
帳

と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
は
被
保
険
者
マ
ス
タ
（
あ
る
保
険
者
の
被
保
険
者
全
員

の
名
簿
で
す
）、
医
科
レ
セ
プ
ト
、
調
剤
レ
セ
プ
ト
、
健
診
、

保
健
指
導
の
デ
ー
タ
を
全
て
突
合
し
、
1
つ
の
画
面
に
ま

と
め
て
見
せ
た
の
で
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
沖
縄
県
で
初
め
て
見
た
と
き
の
衝
撃

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
デ
ー
タ
分
析
を
含
む
生
活
習
慣
病

対
策
で
先
進
的
な
取
り
組
み
を
見
せ
て
い
た
尼
崎
市
な

ど
の
自
治
体
で
も
、
5
月
診
療
分
の
デ
ー
タ
に
絞
っ
て
分

析
を
し
て
い
た
時
代
に
、
全
て
の
デ
ー
タ
を
統
合
し
た
シ

ス
テ
ム
を
実
現
さ
せ
て
の
け
た
の
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
、
一
部
の
専
門
家
し
か
扱
え
な
か
っ
た
レ
セ
プ
ト

デ
ー
タ
は
初
め
て
誰
も
が
活
用
で
き
る
デ
ー
タ
に
変
化
し

た
の
で
す
。

こ
ん
な
デ
ー
タ
マ
ニ
ア
的
な
説
明
に
は
興
味
が
な
い

方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
じ
ゃ

あ
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
沖
縄
県
国
保
連
は
ど
う
活
用
し
た

の
か
、
そ
ち
ら
の
ほ
う
に
興
味
が
お
あ
り
の
方
も
多
い
で

し
ょ
う
。
沖
縄
県
国
保
連
の
方
々
は
最
初
に
こ
れ
を
ハ
イ

リ
ス
ク
対
策
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
を
使
え
ば
、

未
治
療
で
、
服
薬
も
せ
ず
、
す
で
に
眼
底
検
査
で
異
常
が

あ
り
、
血
糖
値
は
保
健
指
導
ど
こ
ろ
で
は
な
く
即
病
院
に

行
く
レ
ベ
ル
で
、
保
健
指
導
も
受
け
て
い
な
い
よ
う
な
人

た
ち
を
あ
っ
と
い
う
間
に
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
、
い
つ
重
症
化
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
人
を

抽
出
し
て
、
短
期
入
院
な
ど
の
か
な
り
強
め
の
介
入
を
し

た
の
で
す
。

そ
の
成
果
は
劇
的
で
し
た
。
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
フ
ラ
イ
ド

チ
キ
ン
消
費
量
と
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
外
食
費
用
が
全
国
1
位

の
沖
縄
県
で
糖
尿
病
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
地
域
診
断

第1回
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KDBシステムの変遷
平成30年 8月  保健事業介入支援管理機能

の追加
令和元年9月　 平均自立期間の追加
令和元年11月 健康スコアリングの追加
令和3年7月  通いの場における後期高齢

者の質問票の閲覧機能の追
加

令和4年6月  一体的実施・KDB活用支援
ツールを各保険者へ配布

令和6年3月  KDBシステムがクラウド環
境へ移行

令和6年8月  一体的実施・実践支援ツー
ルの配布

※茨城県の状況となります

で
す
。
こ
の
成
果
を
も
っ
て
沖
縄
県
南
城
市
は
第
一
生
命

の
保
健
文
化
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ご
存
じ
な
い
方
も
お

ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
賞
は
受
賞
す
る
と
天
皇

陛
下
に
拝
謁
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
く
ら
い
高
く

評
価
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

国
保
中
央
会
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
高
く
評
価
し
、
沖
縄

県
国
保
連
の
シ
ス
テ
ム
開
発
を
担
当
し
た
保
健
師
を
東
京

に
呼
び
寄
せ
、
よ
り
高
度
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

そ
れ
が
Ｋ
Ｄ
Ｂ
（
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
）
な
の

で
す
。
Ｋ
Ｄ
Ｂ
に
よ
っ
て
沖
縄
県
の
み
可
能
だ
っ
た
レ
セ

プ
ト
の
活
用
が
、
全
国
で
可
能
に
な
っ
た
の
で
す
。

Ｋ
Ｄ
Ｂ
に
よ
っ
て
日
本
中
で
、
専
門
家
以
外
の
人
も
レ

セ
プ
ト
の
活
用
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
つ

だ
け
問
題
は
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
Ｋ
Ｄ
Ｂ
の
デ
ー
タ
は

性
・
年
齢
調
整
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
高
齢
化
が
進
ん

だ
地
域
で
は
ど
の
病
気
も
非
常
に
多
く
、
高
齢
化
が
進
ん

で
い
な
い
地
域
で
は
と
て
も
健
康
な
よ
う
に
見
え
る
と
い

う
問
題
で
す
。
唐
突
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
東
日
本
で
一
番

高
齢
化
が
進
ん
で
い
な
い
、
若
い
市
区
町
村
は
ど
こ
か
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
離
島
な
ど
の
極
端
に
人
口
が
少
な
い

地
域
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
人
口
移
動
で
高
齢
化
率
が
乱

高
下
す
る
の
で
、
市
レ
ベ
ル
以
上
で
考
え
て
く
だ
さ
い
。

ど
こ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
?

（
シ
ン
キ
ン
グ
タ
イ
ム
で
す
）

答
え
は
、
あ
の
大
き
な
ね
ず
み
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

恐
る
べ
き
こ
と
に
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
影
響
は
高

齢
化
率
に
ま
で
及
ん
で
い
る
の
で
す
。
私
は
こ
の
市
に
医

療
費
分
析
の
相
談
に
伺
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。  

そ
こ
で

私
が
「
国
保
の
デ
ー
タ
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た

ら
、
市
の
保
健
師
さ
ん
は
「
う
ち
は
国
保
加
入
者
の
割
合

が
1
割
ち
ょ
っ
と
し
か
い
な
い
の
で
す
が
・
・
・
」
と
躊

躇
す
る
よ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
市
で
Ｋ
Ｄ

Ｂ
の
デ
ー
タ
を
見
て
も
、
何
の
問
題
も
な
い
よ
う
に
し
か

見
え
な
い
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
、
私
の
元
上
司
で
あ
る
国
立
保
健
医
療
科
学
院

の
横
山
徹
爾
先
生
が
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
の
デ
ー
タ
を
性
・
年
齢
調

整
し
、
さ
ら
に
モ
ザ
イ
ク
図
を
用
い
て
視
認
性
を
上
げ
る

ツ
ー
ル
を
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ー
ル
を
使
う
こ
と

で
我
々
は
初
め
て
、
自
分
の
地
域
で
は
国
や
県
と
比
較
し

て
ど
の
病
気
が
多
い
の
か
と
い
う
問
題
に
答
え
を
出
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
長
く
な
り
ま
し
た

が
、
次
回
は
こ
の
ツ
ー
ル
の
見
方
、
使
い
方
に
つ
い
て
説

明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

初期の KDBシステム画面

目
白
大
学
看
護
学
部

看
護
学
科
教
授

（
元　
国
立
保
健
医
療
科
学
院

主
任
研
究
官
）

藤
井　
仁
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第17回
KDB補完システムについて

Ｋ
Ｄ
Ｂ
補
完
シ
ス
テ
ム
で
は
、
一
部
の

帳
票
に
お
い
て
、
国
保
と
後
期
の
デ
ー

タ
が
制
度
横
断
的
に
閲
覧
で
き
る
仕
様

と
な
っ
て
い
る
よ
。

笠
原
先
生
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
の
4
月

か
ら
Ｋ
Ｄ
Ｂ
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
が
で

き
た
と
聞
い
た
ん
で
す
が
ど
の
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
で
す
か
？

Ｋ
Ｄ
Ｂ
補
完
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
だ
ね
。

国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
、
特
定
健
診
等

デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
、
介
護
保
険
シ

ス
テ
ム
な
ど
の
各
シ
ス
テ
ム
か
ら
出
力

さ
れ
る
デ
ー
タ
を
集
約
し
て
い
る
よ
。

そ
う
な
ん
で
す
ね
。
国
保
・
後
期
で
一

度
に
確
認
で
き
る
部
分
が
あ
る
の
は
あ

り
が
た
い
で
す
。

そ
れ
と
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
で
は
、
Ｃ

Ｓ
Ｖ
を
出
力
し
集
計
す
る
必
要
が
あ

る
帳
票
も
あ
る
け
れ
ど
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
補

完
シ
ス
テ
ム
で
は
、
自
動
作
成
さ
れ
た

E
x
c
e
l
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

よ
。

　

ま
た
、
重
症
化
予
防
対
象
者
に
つ
い

て
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
補
完
シ
ス
テ
ム
で
は
、
各

市
町
村
で
個
別
に
抽
出
条
件
を
登
録
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
。

そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
は
Ｋ

Ｄ
Ｂ
補
完
シ
ス
テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
し
て

も
良
い
で
す
か
？

ロ
グ
イ
ン
し
て
み
よ
う
。
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス

テ
ム
が
入
っ
て
い
る
端
末
に
あ
る
Ｋ

Ｄ
Ｂ
補
完
シ
ス
テ
ム
の
ア
イ
コ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
し
よ
う
。（
図
2
）
そ
う
す
る
と
、

ロ
グ
イ
ン
画
面
が
出
る
の
で
、
I
D
と

パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
ロ
グ
イ
ン
し

て
み
よ
う
。（
図
3
）

Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
も
健
診
・
医
療
・
介

護
デ
ー
タ
を
集
約
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
補
完
シ
ス
テ
ム
と
Ｋ
Ｄ

Ｂ
シ
ス
テ
ム
で
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が

あ
り
ま
す
か
？

Ｋ
Ｄ
Ｂ
補
完
シ
ス
テ
ム
と
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス

テ
ム
で
使
用
し
て
い
る
元
デ
ー
タ
は
健

診
・
医
療
・
介
護
等
の
デ
ー
タ
に
な
る

け
れ
ど
、
出
力
さ
れ
る
帳
票
が
異
な
る

よ
。
具
体
的
な
違
い
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
確
認
し
て
い
こ
う
。

（
確
認
中
）

そ
れ
で
は
、
両
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
を
見

て
み
よ
う
。（
図
1
）

（
確
認
中
）

図
1
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、保
有
デ
ー

タ
は
、
国
保
・
後
期
・
介
護
の
デ
ー
タ

と
な
っ
て
い
る
よ
。
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム

は
、
各
制
度
単
位
で
集
計
さ
れ
て
い
て
、

ロ
グ
イ
ン
す
る
I
D
に
よ
っ
て
表
示
さ

れ
る
集
計
画
面
が
変
わ
っ
て
い
る
よ
。

確
か
に
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
は
、
国
保

を
閲
覧
す
る
場
合
と
後
期
で
閲
覧
す
る

場
合
は
、
ロ
グ
イ
ン
す
る
I
D
は
別
で

し
た
ね
。
国
保
の
I
D
で
ロ
グ
イ
ン
し

て
い
て
後
期
を
閲
覧
し
た
い
場
合
、
一

旦
、
ロ
グ
ア
ウ
ト
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
ね
。

図 1　KDBシステムと KDB補完システムの特徴の違い

図 2

No. 区分 KDBシステム KDB補完システム
１ 保有データ 国保／後期／介護 国保／後期／介護／（職域保険）
2 制度横断集計 各制度単体で集計 制度横断で集計可能
3 健診統計値 KDB独自集計 法定報告値を採用

4 評価指標 CSV を抽出し手作業によ
り作成

自動生成（Excel 形式）
県共通の評価指標も自動生成可能

5 事業対象者リスト 3 か月前のデータで CSV
抽出し、手作業により作成

最新のレセプト／特定健診結果／
資格情報を集約し自動生成

6 重症化予防対象者
抽出条件 既定の項目や値から選択 各市町村で個別に抽出条件を登録することが

可能

7 データ取得 帳票によっては抽出に
1日以上要する 全ての帳票を 5秒以内でダウンロード可能
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（
確
認
中
） 

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
良

い
で
す
か
？

画
面
の
上
部
「
フ
ァ
イ
ル
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
よ
う
。（
図
5
） 

ご不明な点がございましたら、下記までEメール
や電話等でお問い合わせください。操作支援を
ご希望の場合、本会での個別支援や訪問支援を
実施しておりますのでお気軽にご連絡ください。

　茨城県国民健康保険団体連合会
　保健事業課　保健事業係
　TEL：０２９（３０１）１５５３
　FAX：０２９（３０１）１５７５
　Email：jigyou@ibaraki-kokuhoren.or.jp

ロ
グ
イ
ン
で
き
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
（
図
4
）
に
は
、「
特
定

健
診
の
実
施
率
」、「
特
定
保
健
指
導
の

実
施
率
」、「
重
症
化
予
防
の
県
共
通
指

標
で
あ
る
「
H
b
A
1
c
8
・
0
以
上

の
者
の
う
ち
、
医
療
機
関
を
受
診
し
て

い
な
い
者
の
割
合
」
が
確
認
で
き
る
よ
。

ま
た
、
円
グ
ラ
フ
を
県
の
数
値
で
も
表

し
て
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
よ
。

そ
う
な
ん
で
す
ね
。
こ
の
グ
ラ
フ
は
す

ご
く
目
立
ち
ま
す
。
分
か
り
や
す
い
で

す
。
そ
う
言
え
ば
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
の
県
共
通
指
標
は
、
6
種
類
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
指
標
は
ど

こ
で
確
認
で
き
ま
す
か
？

こ
れ
は
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
画
面
に
な

る
の
で
、
他
の
帳
票
に
つ
い
て
も
確
認

し
て
み
よ
う
。

����
％

特定健康診査
特定健康診査実施率

県内順位

県全体

10 位

����
％

����
％

特定保健指導
特定健康指導実施率

県内順位

県全体

9 位

����
％

���
％

重症化予防
HbA1c8.0%以上の者のうち

医療機関を受診していない者の割合

県内順位

県全体

27 位

��
％

市 県図 4

KDBシステムについての
お問い合わせはこちらまで

図 3

Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
に
メ
ニ
ュ
ー

画
面
か
ら
ク
リ
ッ
ク
し
て
い
く
仕
様
で

は
な
い
ん
で
す
ね
。

Ｋ
Ｄ
Ｂ
補
完
シ
ス
テ
ム
は
、
基
本
的
に
、

フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
数
値

を
確
認
し
て
い
く
仕
様
と
な
っ
て
い
る

よ
。
一
部
、
デ
ー
タ
の
登
録
も
あ
る
け

れ
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
加
工
が
少
な
く
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
。

そ
う
な
ん
で
す
ね
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
帳
票
が
あ
る
か

は
、
次
回
、
確
認
し
よ
う
。

図 5
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■医療費の状況

0
200,000
400,000
600,000
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1,000,000
1,200,000

（件） （％）
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1.05

1.00

0.95

0.90

0
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30,000,000
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（千円） （％）
1.15

1.10

1.05

1.00

0.95

0.90

0
10,000
20,000
30,000
40,000
50,000
60,000
70,000
80,000

（円） （％）
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①被保険者数の推移 （人）

審 査 月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月
国 保 計 596,148 592,724 589,570 585,352 582,380 580,501 577,234 573,975 571,210 568,821 566,407 563,601
対前月差 5,916 -3,424 -3,154 -4,218 -2,972 -1,879 -3,267 -3,259 -2,765 -2,389 -2,414 -2,806

後期高齢者 468,118 469,491 470,666 472,030 473,350 474,744 476,107 477,223 478,135 479,040 480,238 481,252
対前月差 1,611 1,373 1,175 1,364 1,320 1,394 1,363 1,116 912 905 1,198 1,014

※被保険者マスタより作成。各審査月の前月末現在の人数。

②件数の推移

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月
 国　保　計 802,011 783,680 777,750 812,534 752,023 753,527 798,047 767,749 810,559 770,095 728,003 787,200
 後期高齢者 1,055,020 1,040,689 1,039,732 1,083,556 1,025,184 1,036,594 1,090,581 1,058,548 1,093,374 1,056,042 1,013,351 1,081,630
 対前年度比（国保計） 1.00 0.98 0.94 0.99 0.95 0.94 0.97 0.97 0.97 0.97 0.93 0.97 
 対前年度比（後期） 1.06 1.04 1.02 1.07 1.03 1.02 1.05 1.04 1.04 1.04 1.02 1.04 

③費用額の推移

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月
 国　保　計 18,070,691 17,653,773 17,288,031 18,665,611 17,154,666 17,081,577 18,570,688 17,460,149 18,206,823 17,714,203 16,416,468 17,794,406
 後期高齢者 32,945,324 33,089,709 32,533,845 34,829,471 33,237,329 32,710,672 34,800,873 33,341,922 35,014,565 35,156,291 32,310,553 35,145,021
 対前年度比（国保計） 1.01 0.97 0.92 1.02 0.95 0.95 1.00 0.97 0.99 0.99 0.93 0.98 
 対前年度比（後期） 1.05 1.02 1.00 1.08 1.02 1.00 1.05 1.03 1.05 1.07 1.00 1.05 

④ 1人当たり費用額の推移（③／①）

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月
 国　保　計 30,312 29,784 29,323 31,888 29,456 29,426 32,172 30,420 31,874 31,142 28,984 31,573
 後期高齢者 70,378 70,480 69,123 73,787 70,217 68,902 73,095 69,867 73,232 73,389 67,280 73,028
 対前年度比（国保計） 1.05 1.01 0.96 1.06 0.99 0.99 1.05 1.01 1.04 1.04 0.98 1.02 
 対前年度比（後期） 1.01 0.98 0.96 1.05 0.98 0.97 1.02 1.00 1.01 1.04 0.97 1.02 

⑤ 1件当たり費用額の推移（③／②）

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月
 国　保　計 22,532 22,527 22,228 22,972 22,811 22,669 23,270 22,742 22,462 23,003 22,550 22,605
 後期高齢者 31,227 31,796 31,291 32,144 32,421 31,556 31,910 31,498 32,024 33,291 31,885 32,493
 対前年度比（国保計） 1.01 0.99 0.98 1.03 1.00 1.01 1.04 1.00 1.02 1.02 1.01 1.01 
 対前年度比（後期） 0.99 0.98 0.98 1.01 0.99 0.98 1.00 0.99 1.01 1.02 0.99 1.01 
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■介護保険の状況
①認定者数の推移 （人）
審 査 月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月
認定者数 150,997 151,544 152,024 152,702 152,939 153,262 153,941 154,223 154,227 153,916 153,294 153,810 
対前月差 244 547 480 678 237 323 679 282 4 -311 -622 516 

※認定者数は、審査月の前月の（サービス提供月）末時点若しくはその月途中で資格喪失した場合は直近の要支援、要介護の認定者数である。

②受給者数の推移 （人）
審 査 月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月
受給者数 136,086 137,514 138,188 138,847 137,858 139,162 139,949 140,369 140,369 138,916 138,157 139,347
対前月差 -111 1,428 674 659 -989 1,304 787 420 0 -1,453 -759 1,190 

※受給者数は、認定者のうち、現物給付を受けた人数であり、明細書を被保険者番号で名寄せした件数。

③費用額の推移

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月
 費用額 21,188,058 22,133,168 21,444,076 22,504,686 21,978,857 21,846,649 22,601,260 21,912,482 22,181,858 21,586,413 20,383,421 22,191,735
 対前年度比 1.02 1.03 1.02 1.05 1.03 1.04 1.05 1.03 1.03 1.02 1.00 1.04 

※費用額とは保険給付額、総合事業費、公費負担額、利用者負担額、特定入所者介護サービス費等費用額を合計した 額（食事提供費含む）である。

④ 1人当たり費用額の推移（③／②）

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月
 1人当たり費用額 155,696 160,952 155,180 162,083 159,431 156,987 161,496 156,106 158,025 155,392 147,538 159,255
 対前年度比 1.00 1.00 0.99 1.02 1.01 1.01 1.02 1.00 1.01 1.00 0.98 1.02 

①件数の推移 （件）
審 査 月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月
障 害 者 33,709 35,060 34,606 34,397 34,544 35,984 34,401 34,614 35,212 34,805 34,694 36,243 
対前月差 -949 1,351 -454 -209 147 1,440 -1,583 213 598 -407 -111 1,549 
障 害 児 17,276 18,272 18,193 18,437 17,960 19,247 18,626 19,055 19,039 19,234 19,042 20,446 
対前月差 -1,378 996 -79 244 -477 1,287 -621 429 -16 195 -192 1,404 

②費用額の推移

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月
 障害者 5,454,915 5,872,499 5,599,406 5,905,327 5,755,469 5,733,630 6,020,382 5,780,608 5,867,943 5,761,487 5,415,702 6,004,489
 障害児 1,418,668 1,545,780 1,527,994 1,689,965 1,572,760 1,578,282 1,656,392 1,604,984 1,566,876 1,560,493 1,544,371 1,705,843
 対前年度比（障害者） 1.09 1.12 1.07 1.14 1.08 1.11 1.11 1.11 1.10 1.10 1.07 1.11 
 対前年度比（障害児） 1.15 1.19 1.15 1.25 1.14 1.17 1.21 1.19 1.16 1.18 1.15 1.17 

③ 1件当たり費用額の推移（②／①）

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R7/1 月 2月 3月 4月
 障害者 161,824 167,499 161,804 171,681 166,613 159,338 175,006 167,002 166,646 165,536 156,099 165,673
 障害児 82,118 84,598 83,988 91,662 87,570 82,001 88,929 84,229 82,298 81,132 81,103 83,432
 対前年度比（障害者） 1.06 1.03 1.02 1.08 1.03 1.06 1.07 1.05 1.05 1.05 1.04 1.06 
 対前年度比（障害児） 1.06 1.04 1.03 1.12 1.03 1.07 1.10 1.07 1.06 1.07 1.06 1.06 

■障害者総合支援給付費の状況
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【各係の主な業務】

総務企画係
会務運営全般、情報セキュリティマネジメントシステム（ISMS）の総括、
特定個人情報等の取扱いの総括、茨城県国民健康保険運営協議会長会事務局

財　務　係 予算の編成及び執行の総括、補助金、交付金及び貸付金の総括

職　員　係
職員の任免、懲戒、服務その他の人事、職員の給与、勤務時間その他勤務条
件及び給与計算、職員の教養、研修、保健その他福利厚生

【本会における情報セキュリティ対策及び個人情報保護】
○情報セキュリティ対策
　本会は、国民健康保険法、高齢者の医療の確保に関する
法律及び介護保険法等に基づく診療報酬等の審査支払事務
をはじめ、市町村等の国保事業運営に資するための事業を実
施しています。
　事業運営にあたり、診療報酬明細書等、これらを基礎とす
るデータベース、役職員及び審査委員に関する個人情報等を
大量に扱っていることから、本会が保有する個人情報をはじ
め、業務で取り扱うすべての情報資産を情報セキュリティの
脅威から保護するため、令和 2 年 9 月に情報セキュリティマネジメントシステム（ISMS）認証を取
得し、当該認証を継続しながら情報の安全な管理対策を組織全体で統一的に推進しています。

情報セキュリティマネジメントシステム（ISMS）認証

○個人情報保護
　本会は、「個人情報保護に関する法律（平成 15 年 5 月 30 日法律第 57 号）」、「国民健康保険団体
連合会等における個人情報の適切な取扱いのためのガイダンス（平成 29 年 4 月 14 日個人情報保護
委員会、厚生労働省）」及び「茨城県国民健康保険団体連合会個人情報の保護に関する規則」その
他関係法令等の遵守の徹底に努めています。

　総務課は、総務企画係、財務係、職員係の 3 つの係により構成さ
れております。
　今回は、本会における情報セキュリティ対策等について紹介いた
します。

総務課
国保連合会の

業務を紹介するコーナーです。
今回は総務課

です。

IS 729787 / ISO 27001
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3月4月5月

令和7年度国保連合会支部常任幹事連絡協議会 ―4/21（月）
　 令 和 7 年 度 の
各支部運営に係
る「支部配当金関
係」、「国保連合会
における各種委員
会及び委員につい
て」及び「各支部における研修会の内容等について」を説明した。

令和7年度国保データベース（KDB）システム等操作研修会
（新任者向け） ―4/25（金）、4/30（水）、5/1（木）
　保険者における
保健事業が効率
的・効果的に実施
できるよう、KDB
システムの基本操
作を理解すること
を目的に PC を使用した研修を行った。
　また、併せて「高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施」及び

「特定健診データ管理システム」の内容についても説明した。
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令和6年度第2回茨城県国民健康保険
団体連合会保健事業支援・評価委員会
 ―3/4（火）
　標記委員会を開催し、報告事項として国
保中央会主催の「令和 6 年度『国保連合
会保健事業支援・評価委員会』報告会につ
いて」、「令和 6 年度国保・後期高齢者ヘル
スサポート事業支援結果について」を説明
した。また、協議事項として「令和 7 年度
国保・後期高齢者ヘルスサポート事業に係
る支援について」、年間スケジュール、研
修会内容、支援方法及び支援形態等を協議
した。その他として、「KDB 補完システム

『KDB Expander』について」説明した。
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本会のダイヤルイン及び各課主要業務です。本会へお問い合わせする際にご活用ください。
課名 係名 電話番号 主要業務

総務課

総務企画係 1550 会務運営に関すること。関係機関との連絡調整に関する
こと。本会の運営に係る企画に関すること。

財務係 1555 予算の編成等の財務事務に関すること。財産の取得、
管理、処分に関すること。契約締結事務に関すること。

職員係 1550 職員の服務、給与、福利厚生等に関すること。

会計課 出納係 1551
予算の収支及び決算に関すること。出納事務に関するこ
と。資金運用に関すること。監査及び出納検査に関する
こと。

保健事業課
保健事業係 1553

保健事業に関すること。国保データベースシステムに関
すること。国保診療施設、保険者協議会等に関すること。
特定健康診査・特定保健指導等費用の集合契約に関す
ること。

1570 保健師等行政専門職員研修等業務委託に関すること。

広報・調査係 1552 広報、育成指導に関すること。保険料（税）収納率向
上対策の支援事業に関すること。

情報システム課

情報管理係 1556 IT 施策の企画、調整及び推進に関すること。情報システ
ム及びネットワーク環境の維持管理・導入に関すること。

システム運用係 1568 国保総合システム等の運用に関すること。保険者事務
共同電算処理業務に関すること。

請求支払係 1556
診療報酬等の審査支払業務等の調整に関すること。診
療報酬等の調定及び支払計画に関すること。保険者間
調整に関すること。

審査管理課

審査企画係 1558
診療報酬等の審査支払業務等の企画に関すること。診
療報酬審査委員会に関すること。診療報酬における審
査事務の効率化・高度化に関すること。

療養費係 1559 療養費の審査支払等に関すること。

業務支援係 1557
妊婦・乳児健康診査委託料の審査支払事務に関すること。
出産育児一時金等の支払事務に関すること。特定健康診
査・特定保健指導等費用の支払に関すること。

審査第一課 第一、二、三係 1561
診療報酬（医科）の審査支払事務に関すること。

過誤・再審査係 診療報酬等の過誤調整・再審査に関すること。
審査第二課 第一、二、三係 1563 診療報酬（医科）の審査支払事務に関すること。

審査第三課
第一、二係 1564 診療報酬（歯科）の審査支払事務に関すること。高齢

者歯科健康診査委託料の審査支払等に関すること。
第三係 1560 調剤報酬の審査支払事務に関すること。

介護保険課

介護保険係（苦情） 1565
介護給付費及び介護予防・日常生活支援総合事業費等
の審査支払事務に関すること。〃（介護請求事業所） 1567

〃（市町村） 1569
障害福祉係 1566 障害介護給付費及び障害児給付費等審査支払事務に関

すること。

保険者支援課
求償係 1554 第三者行為損害賠償求償事務に関すること。
レセプト点検係 1562 レセプト二次点検の事務処理に関すること。

本会のダイヤルイン及び
各課主要業務について

※共通番号　029-301- 〇〇〇〇
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7月 2日（水） 令和7年第4回理事会
7月25日（金） 令和7年第2回通常総会
8月予定 令和7年度第2回出納検査
  令和7年度国民健康保険料（税）事務研修会

〇 保険料（税）適正算定マニュアル（試算シ
ステム）について
　国保中央会のホームページから無償でダウ
ンロードでき、通常のパソコンで保険料（税）
の賦課シミュレーションができるシステムで
す。

〇システムの特徴
・現状の賦課状況分析が可能
・ 保険料（税）率改正による影響の比較分析
が可能
・シミュレーション結果の出力が可能
　※エクセルデータでの出力

お 知 ら せ

〈〈 保険料（税）適正算定マニュアル
（試算システム）のご紹介 〉〉

〇本会での操作支援について
　担当職員がシステムの基本的な操作手順に
ついて説明に伺います。

<今後の予定>
　国保中央会による、こども・子育て支援金
に係るシステム改修（Ver.7.02）が、令和 7
年 11 月リリース予定、動画研修が令和 7年
12月頃公開予定です。動画研修の更新までは、
令和 6年度の研修動画を引き続きご覧いただ
けます。
　また、本会では 7月中旬ごろに、Ver.7.01
での「個別支援」についての通知を送付予定
です。

国保料（税）
試算システム起動

あん分立計算プログラム

適正賦課検算プログラム

ループ計算プログラム

帳票出力

　年明けにふと思いました。お金を使いすぎてしまったな、と。ということ
で毎日の晩酌を止めてみました。するとどうでしょう。なんとお財布の代わ
りに体重がみるみるうちに軽くなっていくではありませんか。そして、好機
逸すべからずとダイエットを始めてみました。
 さしあたってはよく耳にする「糖質制限」をしながら、野菜（高い！）とタ
ンパク質中心の食生活への移行。水を毎日2リットル飲み、週何回か筋トレ
と有酸素運動。3か月もすると、低学年の小学生1人分程度の重量が自分の
体から消失していました。「ここまで絞るには眠れぬ夜もあっただろう」と内
心で己に声掛けしながら、今日も鶏肉と野菜を炒めます。
　こんな文章をしたり顔で書いてしまった手前、リバウンドはできませんね。
まあほどほどに今週も頑張らないと。 （ダイエッターO）
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0120-102525 ●ホームページアドレス●　http：//www.tkhs.co.jp/

お問い合わせ・ご注文は電話またはFAXで
〒113-0021　東京都文京区本駒込2丁目29番22号
電話（03）5977-0300　FAX（03）5977-0311

この他にも●健康づくり事業●高齢者対策事業●制度の趣旨普及●医療費の適正化●収納率向上、等お手伝いいたします。

東京法規出版　パンフレットのご案内です！

働く女性の健康特定健診・特定保健指導の受診勧奨に

熱中症対策に

保存版
女性の健康 応援マップ

健診結果に基づいて、
生活習慣の見直しを！

A4判
表紙共8頁
観音折り
カラー
定価90円

監修／
産婦人科医師　
関東労災病院
「働く女性専門
外来」担当
星野寛美

HE300560

A4判
表紙共4頁
カラー
定価50円

HE155080

猛暑にはスマートな対応を
令和の熱中症対策

A4判
表紙共4頁
カラー
定価50円

HE320920

監修／
産業医科大学
副学長　
産業保健管理学
研究室 教授
堀江正知

監修／帝京大学
臨床研究センター
センター長　
寺本内科・歯科
クリニック内科
院長　寺本民生

監修／
帝京大学臨床
研究センター
センター長　
寺本内科・歯科
クリニック内科
院長　寺本民生

監修／
帝京大学臨床
研究センター
センター長　
寺本内科・歯科
クリニック内科
院長　寺本民生

A4判
表紙共4頁
カラー
定価50円

HE155070

火消と学ぶ
酷暑時代の熱中症予防

〈高齢者向〉
〈2P版〉

監修／
産業医科大学
副学長　
産業保健管理学
研究室 教授
堀江正知

高齢期の健康づくりとフレイル対策

A4判
表紙共4頁
カラー
定価50円

HE361700

健康のために4つのいい習慣
フレイル予防宣言！

監修／
国立長寿医療
研究センター　
理事長特任
補佐
鈴木隆雄

A4判
表紙共2頁
カラー
定価35円

HE361690

4つの習慣から健康な暮らしを
フレイル予防宣言！

監修／
国立長寿医療
研究センター　
理事長特任
補佐
鈴木隆雄

A5判
表紙4頁
本文64頁
カラー
定価200円

HE361710

高齢期の健康づくりとフレイル対策
いきいきライフ手帳

健康に差がつく
健診結果のいかし方

A4判
表紙共4頁
カラー
定価50円

HE320910

A4判
表紙共6頁
巻き三つ折
カラー
定価75円

HE320930

特定保健指導は
健康への近道です

A4判
表紙共4頁
カラー
定価50円

HE441190

特定健診受けた
「後」のいかし方
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社会保険出版社株式
会社

社会保険出版社 検索 大阪
支局

名古屋
支局

九州
支局

ご担当者向け書籍

出版物のご案内出版物のご案内出版物のご案内出版物のご案内出版物のご案内出版物のご案内 多部数の配布をご検討により見本をご希望
の際は、無償で送付いたします（書籍を除く）。見本進呈

茨城のこくほ　2025年6月号

111062

■A4判／
　432頁2色・1色
■改訂18版

後期高齢者医療制度
担当者ハンドブック2025

2025年度版
6月発行

定価 4,840円
(本体 4,400円＋税)

運営協議会委員のための 
国民健康保険必携2025

112083

■A5判／
　196頁1色
■改訂31版

2025年度版
6月発行

定価 3,080円
(本体 2,800円＋税)

国保担当者ハンドブック
2025

112053

■A5判／
　948頁1色
■改訂29版

2025年度版
6月発行

定価 4,620円
(本体 4,200円＋税)

931093

■B6変型判／
　6頁カラー／
　リーフレット

本体 34円＋税

いいことたくさん！ 
使って実感！ マイナ保険証

郵送好適サイズ

郵送好適サイズ

改訂新版

本体 各48円＋税

マイナンバーカードケース
ジェネリック医薬品利用勧奨記事付

933022 〈スタンダード版〉
934031 〈マイナ保険証版〉
934012 〈電子処方箋版〉
■ダイオキシン対応／
　ポリプロピレン素材
■90mm×60mm
■編集部　編

カードケース

806013

国保のことば
2017年3月改訂版

■A5判／148頁1色
■平成29年3月発行
■発行
（公社）国民健康保険中央会
■発売
　社会保険出版社
定価 1,100円
(本体 1,000円＋税)

資格情報のお知らせを
交付いたします

935001 761021

■A4判／2頁カラー／
　リーフレット

本体 各22円＋税

新刊

新刊 新刊 新刊

国保版 国保組合版

資格情報の
お知らせ用
同封にも最適

■A4判／2頁カラー／
　リーフレット

マイナ保険証をお持ちでない方へ
資格確認書を交付いたします

本体 各22円＋税

新刊

935041 761061国保版 国保組合版

資格確認書用
同封にも最適



 作り方 
① 米を洗って炊飯する。
② にんじんはせん切り、油揚げは短冊切り、ねぎは小口切り
にする。ほしいもは食べやすい大きさに切る。

③フライパンに油を熱し、ちりめん・ねぎを加える。
④にんじん・油揚げを加える。
⑤ほしいも・むき枝豆を加える。
⑥調味してごはんと混ぜ合わせる。

　令和 3年度の「第 16回全国学校給食甲子園」の優勝献立より、ほしい
もを使った料理を紹介します。この献立は、美乃浜学園の保立貴博栄養教
諭が考案したもので、県や地域の特産物が使用されています。ほしいもの
優しい甘みともちもちとした食感を楽しめる混ぜごはんです。ぜひご家庭
でもお試しください。

米………………………… 2合
にんじん………………約⅙本
ほしいも……………… 約1枚
油揚げ………………… 約1枚
ねぎ…………………  約½本
ちりめん…………… 大さじ2

むき枝豆…………… 大さじ2
油…………………… 小さじ2
酒…………………… 大さじ1
しょうゆ…………… 小さじ2
みりん……………… 小さじ1

ほしいも

ひたちなか市編

特産品の
おいしい
レ シ ピ

 材料（4人分） 

今回の特産
品

　ひたちなか市は、ほしいもの一
大産地です。ほしいもは、干すこ
とにより栄養価が高くなり、食物
繊維やカリウムが豊富に含まれて
います。

発　行／令和 7年 6月 住　所／水戸市笠原町 978番 26
発行所／茨城県国民健康保険団体連合会 電　話／ 029-301-1550（代）茨城の国保　2025年夏号

1人分の栄養価

エネルギー  344Kcal
たんぱく質  9.4g
脂質  4.6g

炭水化物  67.4g
食塩相当量  0.7g


